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１．研究計画の概要 
 先行研究によると、批判的思考は、認知、
態度、およびスキルの３つの側面から構成さ
れる。この批判的思考や批判的思考をする者
の特徴には、様々なメタ認知的機能が含まれ
ることが明らかとなっているが、現在研究さ
れているメタ認知は、それらすべての機能を
網羅しているわけではない。また、従来のメ
タ認知研究では、主に記述的で一時的な信念
のみが研究されており、知識や学習に関する
規範的で持続的な信念（個人の認識論）は含
まれてこなかったため、批判的思考との関連
については、未だあいまいな部分が残されて
いる。 
  以上のことをふまえて、個人の認識論をメ
タ認知に組み込んで検討した Carvalho・楠
見（2006）は、「認識論的メタ認知」として、
日本の大学生に適合するモデル、すなわち、
「認知の制御」「認知に関する知識」「知識構
成における責任感」「知性に関する理論」の
４因子構造の理論モデルを提出している。 
 本研究では、Carvalho・楠見（2006）の
議論を一歩進めて、認識論的メタ認知がどの
ように批判的思考と関連しているのかを検
討することを主な目的とする。そして、異
文化間にその関連性に一貫性があるかどう
かを検討するため国際比較研究を行う。 
 
 
２．研究の進捗状況 

本研究は、以下のように、５つの研究から
構成されるが、現在のところ、当初の予定通
り、研究４まで進めている。研究１では
Carvalho・楠見（2006）の４要因構造認識
論的メタ認知モデルの適合性を再検討した。
研究 ２では日本の大学生を対象に認識論的

メタ認知がどのように批判的思考と関連し
ているのかを検討した。研究３では、日本と
フィリピンの大学生において、国際比較を行
うため、フィリピンの大学に所属する文学系
の大学生を対象にデータ収集を行った。研究 
４では、国際比較を一歩進め、ブラジルの大
学に所属する文系の大学生を対象としてデ
ータ収集を行った。 
今後は、研究 ５として認識論メタ認知と

批判的思考が、学生の用いる学習方略とテス
トの成績の影響を検討する予定である。 
 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画どおりに進展している。 

当初の計画では日本・フィリピン・アメ
リカの大学生を対象に調査を実施する
予定であった。しかし、アメリカの大学
においてデータ収集を行うことができ
なくなったため、データの収集先をブラ
ジルの大学に変更した。この変更は当初
から予想されたので、大勢に影響はない。 

 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 今後は、各国の大学生を対象に、認識

論メタ認知と批判的思考が、学生の用い
る学習方略とテストの成績にどのよう
な影響を及ぼすのかを検討する予定で
ある。 

 
 
５. 代表的な研究成果 
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